
1/8　景気ウォッチャー調査（令和７年10月調査）― 東海（現状）―

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

コンビニ（商品
企画担当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の閉幕に向けてのラストスパートで、当地
域でも鉄道利用者が増加し、売上が堅調に推移している。

◎

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊部門が好調である。宿泊者数、客単価共に予算を大き
く上回る。個人客、団体客共に増加し、インバウンドの宿泊
も堅調である。

◎ タクシー運転手 お客様の様子 ・株価の高値更新が影響している。

◎

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月中旬にタクシー料金が約１割値上げとなったため多少
の乗り控えを覚悟していたが、全く影響はなく乗車率はむし
ろ上昇傾向にある。３か月前と比べても良くなっており、売
上も顕著に上がっている。

○

一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・夏の間は余りにも悪い状況だったので、それに比べると多
少良くなっている。

○

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・客の様子をみると購買意欲が少し高まっている。法人客も
個人客も明るい様子に見受けられ、今月はやや良い状況で
あった。

○

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・株高などの資産効果か海外特選ブランド品を中心に宝飾や
時計などに動きが出てきた。インバウンドも前年並みの数字
を確保することができ、中心となる売上が固まってきたこと
もあり、前年をクリアできそうな状況である。

○

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・気温の低下により秋冬向け衣料や服飾雑貨の売上が伸長し
ている。夏季の外出控えへの反動から来客数も増加してお
り、食品、レストラン部門も好調である。

○

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・６月から悪化が続いていた景気は10月に入って回復してい
る印象を受ける。気温が下がったことも影響しているが、政
治の安定も一因とみられる。

○
スーパー（店
員）

販売量の動き ・気温が下がり秋の訪れが体感できる気候になり、鍋物商材
の野菜や肉などが売れるようになった。

○
スーパー（店
員）

来客数の動き ・営業時間を早くしたため今まで利用できなかった客の来店
が増え、売上が伸びた。

○

コンビニ（店
長）

単価の動き ・売上はやや上向きだが、来客数はここ数か月変わらないた
め景気が上向きといえるかは悩ましい。缶コーヒー、ペット
ボトル飲料、ベーカリーなどは、値上がりしているが以前と
変わらず売れており、値上げの分売上は増加している。

○

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・気温の低下により来客数が増加し、前年比10％ほど増加し
ている。前年は減っていた作業服などの買換えが今年は増え
てきている。

○

衣料品専門店
（売場担当）

販売量の動き ・寒くなってきて、スーツの購入客はまだそれほど多くない
が、シャツやパンツをまとめ買いする客が増えている。３
枚、５枚といったセット商品の動きが良い。ノーアイロンの
シャツは、相変わらずよく売れている。

○

その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・金の価格高騰により売買客が増加している。初の女性首相
誕生の効果か株価高騰の影響なのか、消費者の動きがやや活
性化している。

○

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・いろいろな問題も落ち着いた印象を受ける。何より株価の
高値更新で、雰囲気が明るくなっている。

○

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は猛暑により個人客が伸び悩んでいたが、10月に
なり団体旅行のシーズンとあいまって集客が上向いている。

○
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・大阪・関西万博の閉幕や、旅行シーズンや各種大会などの
季節要因もあり、宿泊は客足が戻った。

○

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・２～３か月前は参議院選挙があり、また、余りに暑い日が
続いたため業界的に、その頃と比べればやや良くなってい
る。

○
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前は余りの猛暑で客足が伸びなかったが、気温が下
がり秋らしくなって来客数が増えてきた。
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□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街への来客数は依然として多く、最近では修学旅行生
も増えてきた。ただし、客単価は上がっていない。

□

商店街（代表
者）

それ以外 ・販売商品の仕入れでは、メーカーの廃番が非常に増えて商
品選択の幅が極めて狭くなっている。景気の良い時期は商品
の選択肢が多かったが、今では画一的な物が多くなり、客に
とって魅力的な品ぞろえを整えるのが難しく、より客離れを
促進してしまう。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・猛暑が長引いた影響で、観光客には本来観光で消費する時
間に涼を求めて喫茶店などで過ごす動きが目立った。本当の
秋と呼べる気候は中旬以降であった。観光バスの動きは、コ
ロナ禍での状況のままである。

□

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・来客数は少しずつであるが減っている。ギフト以外の仏花
など家庭用は、ホームセンターの安い物で対応している様子
である。

□

一般小売店［生
活用品］（販売
担当）

販売量の動き ・涼しくなり来客数は増えたが、財布のひもが依然として固
く、販売量は増えない。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・目的買いのみで、買い回りをしない傾向は変わらない。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・ほぼ変わらない来客数を維持しており、買上にも特に変化
がない。富裕層は金製品への関心が高く、売上が好調に推移
している。

□

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・富裕層の高額商品需要は変わらず好調である。物価高の影
響が現れており一般客の購買意欲は低迷している。インバウ
ンド需要も減少傾向である。買い方にも変化があり、客は悩
んで厳選して買うかどうかを決めている。

□
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・高額品、ラグジュアリー商材やブランド品の値上げによる
影響が大きい。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・一気に冷え込み、冬物が一時的に売れ始めた。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・自社でも販売促進を強化し集客対策を行っているが、競合
先でも同様に強化しており、来客数が増加しない。

□
スーパー（店
員）

来客数の動き ・来客数はほぼ一定の伸びで安定している。

□

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・物価が高いため花などのあってもなくても困らない物への
消費が減っている。周辺に競合先がないこともあり来客数は
前年比110％と好調だが、花だけでみるとなかなか厳しい状
況である。

□

コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・ほとんどの店舗で来客数が前年割れであるが、客単価の上
昇により売上は全体で前年並みを維持している。ただし、売
上も前年割れの店舗が半数近い状況である。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・10月上旬から中旬の気温が高かったこともあり、秋物商材
のホット商材の売行きが鈍かったが、その反面サンドイッチ
や冷たい飲料などが例年よりも好調であった。景気としては
夏頃と比べて大きな変動はないが、売れる商材が例年とは少
し異なっている。

□

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・売上は前年比15％ほど増加しているが、来客数はほぼ横ば
いである。売上の伸びは商品の値上げによるもので、来客数
が増えていないため景気が良いとはいえない。余り変わらな
い状況が続いている。

□

衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・客に声掛けしても余り購入につながっていない。理由を聞
くと、物価が上がっているため、迷ったときは必要最低限の
物だけ購入するとのことであった。

□

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・仕入単価が高くなった分を価格に転嫁していることもあ
り、売上点数が減ったままである。

□
家電量販店（店
員）

単価の動き ・購買意欲が余りみられない。必要最小限の買換えが中心の
様子である。

□
家電量販店（営
業担当）

来客数の動き ・今月の来客数は前年比では、ここ数か月と変わりない。
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□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・物価が全体的に高く、客は出費を抑えようという雰囲気が
否めない。

□
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・３か月前から悪い状態が継続している。

□

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・来客数は平年並みで、新しいモデルが発売されていない割
にまずまずの成約数であった。今年は大規模な自動車ショー
が開催されるため、新型車の発売などに関する問合せが増え
ており、客の関心の高さがうかがえる。

□

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・生産はそれなりにできているようで入荷状況は悪くないも
のの、価格が高くなった新車の売行きは良くない。新車の販
売台数が減った分、中古車は売れている。

□

その他専門店
［書籍］（社
員）

販売量の動き ・秋学期向けの販売が順調に推移している。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

来客数の動き ・来客数はおおむね堅調だが、売上は横ばいである。物価高
や燃料価格高騰の影響には、引き続き注視していく必要があ
る。

□

高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・前月と比較すると曜日変動の影響はあるが、おおむね横ば
いで推移している。平日と土日祝の状況から節約志向は継続
している。

□
一般レストラン
（従業員）

販売量の動き ・価格の上昇が続いている。

□

その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

お客様の様子 ・様々な物の価格が上昇しているため、消費意欲が旺盛とい
うほどではないが、イベントやフェアの売上は前年並みから
プラス５％程度で推移している。

□

都市型ホテル
（従業員）

来客数の動き ・ホテルの朝食料金を約1000円で設定しているが、物価高の
影響を受け、節約のため朝食を付けずコンビニで済ませる客
が多い。

□

都市型ホテル
（営業担当）

お客様の様子 ・インバウンド需要、株高、米国の関税問題も一段落など、
マイナスの要素は見当たらない。接待などの企業利用と家族
利用も高止まりし、この状態が平時になりつつある。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・年末以降の商品はまだ売上が見通せない状況である。

□

旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・秋の旅行シーズンから年末年始での予約に続き、春休みの
問合せも増えているが、インバウンド需要の影響か航空代金
や宿泊料金がかなり高騰し、物価高が押し寄せている。ただ
し、消費者の理解も徐々に進み、旅行代金の高騰は仕方ない
とみる客も多い。

□

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・ターミナル駅前のレストラン街にある和食店は、以前は満
席の日も多く予約が必要であったが、料理単価が上がったた
めか満席の日がみられなくなり、特に夜の空席が目立ってい
る。他のレストランでも、夜の来店客がかなり少なくなって
いる。

□

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・毎月物価が上がり仕入料金も上がっているため、旅行代金
も値上げしている。宿泊代金、航空代金はダイナミックプラ
イシングと呼ばれる変動料金制が主流となってきて日々変動
している。前日に案内した料金より数千円高くなっても予約
は入るため、懐に余裕がある人が多い様子である。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・新規契約数、解約数共に、前年同月より低いレベルで推移
している。人が動いていない印象を受ける。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・来年度に向けた予算取りが多くなっている様子であるが、
実際に契約締結に至るような具体的な動きはみえない。

□

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・固定電話は新規申込みと同程度、解約や料金見直しの申込
みが増えている。インターネット回線については、リモート
ワークの関係で申込みが増えている。

□

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・今月の来客数は前年より少なかった。大阪・関西万博が閉
幕し、紅葉時期を迎えれば前年並みに戻るかもしれない。
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□

テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・今月は、涼しくなり来客数の増加を期待した矢先に、週末
等のイベント開催日がほとんど雨天だったため、月次目標は
未達で前年も下回った。

□

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・年配者の元気がなくなっている。街に出る人が少なく、タ
クシー運転手は商売が上がったりだと言っている。

□
パチンコ店（従
業員）

来客数の動き ・来客数は前年割れが続いており、良くなる要素は特にな
い。

□
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・現在のキャンペーンセールは好調で、新たな美容商品の
キャンペーンも開始する。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の会話では、物価高を嘆く声と価格が下がらない米の話
題がほとんどである。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の話からもいろいろな面で景気の悪化がみられる。物価
高がかなり響いている様子である。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は横ばいである。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・低調な状況が変わらず、契約は少なく来場者数も横ばいで
ある。早く税制改正の大綱が決まり来年に向けて後押しとな
る明るいニュースが出ないと、先に進まない。

□

その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

来客数の動き ・例年と比べ退去が多い。

▲

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・来客数は減っていない。午前中は年配客が多く、実際に購
入する客としない客が半々である。現役世代サラリーマンの
来店もあるが、購入に至る客は少ない。金曜日は店頭を見て
回る人が多いが、声を掛けても反応がない。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数は前年割れが継続している。特売比率が上がってい
るが、買上点数は前年割れしている。

▲
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・今月は天候が悪い日が多く、来客数が減った。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・今月の来客数は前年比マイナス５％と大きく悪化した。今
までは多少の減少でも３％ほどの客単価上昇でカバーしてい
たが、いよいよカバーできなくなってきている。

▲
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今月は周期的に雨が降り、気温も低くなったため来客数が
前月比で５％ほど減少した。

▲

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年と比べて１日当たり50人減少と著しく減って
いる。週末の雨天、価格高騰や本部販売促進が弱いなどの要
因から想定はしていたが、ここまでの落ち込みに驚いてい
る。

▲

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・１日当たり売上は前年比99.6％で、来客数は前年比
96.4％、客単価が前年比103.0％であった。関東以外では特
に来客数の落ち込みが激しくなっており、インバウンド需要
が少なければ来客数が伸び悩む傾向は明らかである。これは
小売業全体に共通する課題である。

▲

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

来客数の動き ・来客数が減り続けている。10月単月では前年比２割減少し
た。元々閑散期であるが、期待していたパソコン買換え需要
も一服し、気温が高めであるため冬物もまだ売れない。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売停止の車種が多く、人気車種のほとんどが売れない状
況が続いている。客が欲しくても大半の車種が買えない。

▲

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・客との会話では、生活必需品の価格上昇がますます家計を
苦しめていると、嘆きに近い声を聞くことが多くなった。生
活の基盤となる品物の価格上昇は、客の消費を委縮させ生活
防衛に傾くため、すぐに必要ではない新車買換えの話には関
心を持ってもらえない。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・客の様子をみていると、物価上昇の影響を受け日々の生活
に精一杯で、外食にまで足が向かないようである。

家計
動向
関連

(東海)
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▲

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・全国での熊被害の報道による影響と、秋の行楽日和と呼べ
るような天候の日が少なく、来客数が減少した。

▲
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・価格に対する客の反応がシビアである。

▲
パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・性能的にハイリスクハイリターンな遊技機が多くなるにつ
れて、客の来店頻度が明らかに減っている。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・客が余り来ない。

▲
設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・景気が変わる要素がない。

▲

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・土地、住宅の価格が上がり過ぎて、客はなかなか購入でき
ない。諸物価も上がり続けており、先行きへの不安がある。

▲

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・競合他社に負けないよう丁寧に説明して仕事を受注してい
るが、良い物を選びたい、品質に妥協したくないという客で
も、他社により低価格な見積りを出されると受注できない。
品質保証で安心を約束して施工する信念を持っているが、価
格競争が進むと、今後ますます仕事が取れなくなりそうな不
安がある。

▲

その他住宅［展
示場］（従業
員）

お客様の様子 ・厳しい状況が続いているという話をよく聞く。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・周りの経営者をみていると、少々の値上げでは追い付かな
いほど様々な物価が上がっていて、利益がほとんど出ていな
い様子である。

×

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・取引先の飲食店では、日によって来客数がゼロという店が
幾つかある。今後どうしたらよいか、来店を促すいい案はな
いかといった相談が、日を追うごとに多くなっている。

×

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・10月に入っても残暑が続いた上に、諸物価の上昇が重くの
しかかり、秋物を出す機会を逸して店頭に出していない商品
がバックヤードに残っている。

×
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・販売量が増加しない。今一つ成約に結び付かない商談が多
い。

×
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月は動きが余りなく、これまでやや良かった分、肩透か
しを受けた印象が強い。

×

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・仕入単価が上昇しており、来客数も激減している。できる
だけ金を使うことを控えている様子が客には見受けられる。

×
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・他社では個人住宅部門が赤字で、下請け業者も仕事量が
減っていると聞いた。

◎

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・東南アジアで半導体向け設備投資の引き合いや受注が増え
ている。米国資本の企業で大型の設備投資が多い。

○

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・10～12月にかけては繁忙期であり、取引先の業種にかかわ
らず全般的に販売量、受注量が５～８％程度増加している。

○

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先では電池材料、半導体関係等の全てで設備増
強、増産体制になっており、停滞から抜け出した印象を受け
る。

○

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

受注量や販売量
の動き

・仕事量は多少増えているが、人員が全く足りていない。募
集を掛けても全く応募がない。

○

金融業（従業
員）

それ以外 ・新首相の就任により、株価など経済の様子が良い方に向
かっている印象を受ける。まだ身の回りの生活にまでは変化
がみられないが、今後良くなる期待が持てる。

○
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・目に見えて景気が良いという実感はないが、新首相の誕生
で将来への期待感が強まっている。

□
食料品製造業
（社員）

受注量や販売量
の動き

・国内の受注量、販売量に大きな変化はみられない。輸出に
ついては微増している。

□
化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・最先端の半導体向けの電子材料薬品は引き続き好調であ
る。

家計
動向
関連

(東海)

企業
動向
関連

(東海)
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□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・新内閣が好感を持って受け止められ、景気は横ばいからや
や上向きが期待される。株価が過去最高を更新し続けている
ため、景気が良くなってようにも見受けられるが、ＡＩへの
期待に対する先行投資であり、実体経済が良くなっているわ
けではない。

□
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・予想より仕事量が出てきており、工場の稼働は高い水準で
推移している。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

競争相手の様子 ・客先業界の設備投資が減るなかで、メーカー同士の競合が
激しくなり、価格がどんどん下がって厳しい状況になってい
る。

□

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・現状のプロジェクトが12月までのため、それまでは変化に
乏しい。

□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・コストプッシュ型のインフレで燃料や食品の価格が高止ま
りしている。支出を抑えて生活防衛をしている人が多い。セ
カンドユースや安売りの店は平日でもにぎわっているが、高
級品を扱う店の客足は今一つである。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は稼働日数の関係もあり生産量、販売量共に減少
したが、そこから余り戻っていない。

□

輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・値上げが止まらない。米や卵なども価格は高止まりしてお
り、給料が増えても生活は楽にならない。

□
建設業（役員） 競争相手の様子 ・投資で成功している人は別として、大多数の人はいかに節

約するか考えながら生活している。

□

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価高で仕入原価が上がり、工具等の価格も大幅に上がっ
ている。売上額としては大きくなるが、そもそも発注自体が
難しくなる。公共的な事業では見積りが予算オーバーとなる
ことが多い。物価高の影響により、工事が受注できれば大き
な売上が見込めるが、受注できなければゼロになるため、な
かなか難しい。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・製造業の出荷物量が引き続き低迷している。消費財につい
ても物量ベースでは前年並みである。

□

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・荷主の話や実際の取引量は以前と比べてそれほど変わって
いない。ただし、同業他社からは余り良い話が聞こえてこな
い。仕事はあっても、運賃がそれほど変わらず経費は増えて
いるため経営が苦しい状況である。いまだに価格転嫁ができ
ていないという話をよく聞く。

□
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・国内物量が鈍化している。個人消費が伸びてこない。

□

通信業（法人営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・企業のＩＴ投資は、前年度と同様に予算化の段階で提案が
却下されることが多い。提案を求められる事項はランニング
費の低減につながるものばかりで、新たな顧客獲得につなが
るような提案には興味を示さない。ＡＩへの過剰な期待感が
あり、固定費となる人件費削減にもつながるようなＡＩ提案
は、辛うじて検討の土台に載せてもらえる状況である。

□

金融業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・中小企業において、受注価格は相応に原価が考慮されてい
るが、人件費や材料費等の上昇には追い付いておらず、原価
率は以前と比べると上がっている。そのため、大手企業ほど
給与を上げることができていない状況である。

□

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年よりも雨の日が多いが、余り寒くないこともあり、外
出や遠出をする人がやや増加傾向にある。今月の売上は前年
を上回っている。

□
広告代理店（制
作担当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体での定期的な広告受注は余り変わっておらず、売上
的にもほぼ横ばいである。

□

新聞販売店［広
告］（店主）

それ以外 ・従来からのメディアである新聞を始め、報道では前向きな
記事は目に留まらない。政府の動向に期待感はあるが、いま
だ不透明である。今後を注視して期待したい。

企業
動向
関連

(東海)
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□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・企業相手の顧客はおおむね売上、利益共に順調だが、個人
客を相手にしている飲食店や小売店、クリーニング店等の顧
客は売上が減っている。以前から同じ傾向が続いているた
め、景気としては変わらない。

□

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・米国の関税政策により製品単価が上昇し、米国企業に仕事
を取られるケースが発生している。自社だけでなく我が国の
至るところで同様のことが起こっていると考えられる。

▲

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・不順な季節変動の影響を受けて、秋冬向け商材が出遅れて
いる。

▲

輸送業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・物価高による費用増加が著しいことから、10月から少額取
引荷主へ10％の一律運賃値上げを行っており、運賃改定直後
から荷主からの荷物引取り依頼が落ち込んでいる。

▲

通信業（総務担
当）

それ以外 ・物価は日々上がっている。食料品等の買物についても、購
買量や購買回数を減らすなど必要に迫られており、景気が悪
くなっている印象を持っている。

×

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年この時期は、受注量、販売量共に他の月より10％以上
多くなるが、今年はむしろ５％ほど下振れしている。

×

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売数量が減少している。仕入価格が上がっているため販
売単価も上昇している。そのため売上としては微減である。
利益率、利益額共に落ちている。

◎ ＊ ＊ ＊

○

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者側の好条件や高待遇な企業を選ぶ傾向に変化はな
い。高スキル人材を求める求人企業側が、提示年収を上昇さ
せた印象を受ける。

□
人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・政治の停滞により企業が大きくかじを切ることができず、
現状維持が継続している。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・法人関係の利用が少なかった印象を受ける。前年と比べて
も減少している。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者が大きく増えることはないが、今よりも時給などの
条件が良いところがあれば転職を希望する派遣スタッフは増
加している。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・自動車関連や航空宇宙関連を中心に人材の引き合いは依然
多く、３か月先から契約開始の引き合いでも、十分な人材提
案が難しい状況が続いている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・物価上昇に対して賃金上昇が追い付いていない。

□

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・国内の自動車販売は前年比マイナスで、輸出を含む生産台
数は横ばいで推移し不安定な状況が続く。自動車メーカー各
社において秋以降に発売される新型車種に期待したい。

□

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・採用数を極端に増やしたり減らしたりする企業は特にない
が、大学生の新卒が採用できなくなってきているため、高校
生や転職者など様々な世代へのアプローチが必要になってい
る。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・物価が引き続き高止まりしている状況に加え、人件費の高
騰は企業の経営に影響を与えている。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・企業の採用意欲は依然高いが、一部企業で企業再編のため
の人員整理の情報がある。

□
職業安定所（職
員）

それ以外 ・有効求人倍率に大きな変化がみられない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、３か月前と比較して全体で2.5％の減少で
あった。産業別では、卸売小売業、不動産業・物品賃貸業、
生活関連サービス・娯楽業の新規求人数が増加する一方、建
設業、運輸業・郵便業、学術研究・専門・技術サービス業、
宿泊業・飲食サービス業、教育・学習支援業の新規求人数は
減少となった。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・転職活動に踏み出す希望者が時期的にも鈍化する傾向にあ
り、企業によっては採用意欲の減退もあるものの、大きくは
売手市場の様相に変化はない。

企業
動向
関連

(東海)

雇用
関連

(東海)
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▲

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・求人数は微減で、求職者数及び採用者数は減少している。
引き続き売手市場で、求職者はより条件の良い企業へ応募す
る傾向が高まっている。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・地場産業であるアパレル関連の卸売業や縫製業の企業にお
いて、廃業や倒産が増加している。

× － － －

雇用
関連

(東海)


